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認知症施策部会

（※協議）【認知症サポーターの活動支援】参考資料 15-16 ページ

目 的
認知症サポーターの活動状況を把握し、積極的に活動についての情報共有や活動場所の提供
等を行い、認知症サポーターがまちの中での活動を展開することで、認知症になっても安心
して暮らし続けるまちづくりを推進する。

概 要

① 声かけ訓練
⇒認知症と思われる方をまちの中で見かけたときに声かけをしてサポートするための「声か
け訓練」を実施。認知症サポーターも参加し、その活動を支援する。

② 各種講座開催（スキルアップ）
⇒認知症キャラバン・メイト連絡会及び認知症サポーターのフォローアップ講座を開催し、
スキルアップと活動の情報共有を図る。

29 年度
実施内容

Ｈ30.2.1
現在

30 年度
予 定

引き続き、認知症サポーターの活動支援として、「声かけ訓練」実施と認知症サポーターの
参加を促し、地域の見守りの強化を図る。
認知症の方をサポートする人材育成や活動についての仕組みを作り、人材育成の場として認
知症サポーターフォローアップ講座の活用を検討する。

担当 おとしより保健福祉センター認知症施策推進係 電話：5970-1121

4 月 5 月 6 月 ７月 8 月 9 月

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

７/５・７/10（2 日制）
認知症サポーターフォローアップ講座開催

10 月～11 月
6 地域で声かけ訓練を実施
（成増、上板橋、徳丸、高島平、志村、仲町）

1/23
認知症キャラバンメイト連絡会開催
6 地域で声かけ訓練を実施
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認知症施策部会

【認知症初期集中支援事業】

目 的

認知症と疑われる症状がみられる高齢者への初期の集中的な介入を行うことによって認知
症の悪化を防止し、即施設入所とならないように地域における医療・介護にかかるさまざま
なサービス提供資源を活用しながら、可能な限り在宅生活を継続できるような支援体制を構
築する。

概 要

・3 年間で全生活圏域（18 地区）に「認知症初期集中支援チーム」を計画的に設置する。
28年度は 7チーム（常盤台、東板橋、小茂根、前野、四葉、志村、高島平）設置した。
29年度は 6チーム（加賀、上板橋、徳丸、坂下、清水、舟渡）設置する。

・チームの構成は、地域のサポート医 1名と、サポート医がいる地域の包括職員（医療・保
健・福祉の専門職）2名の 3名以上とし、事前のチーム員会議において、対象ケースにつ
いての初期集中支援チームの介入方法やチーム員の役割等をケースごとに検討し、必要に
応じて訪問する。訪問後も事後のチーム員会議において、ケースのアセスメントや評価を
確認し、初期介入やサービスの導入を進めていく。

・支援チームの設置及び活動状況の検討を行うために、「認知症初期集中支援チーム検討委
員会」を開催する。

29 年度
実施内容

Ｈ30.2.1
現在

30 年度
予 定

平成 28、29年度に設置した１３チームは継続する。また「認知症初期集中支援チーム検討
委員会」の検討を踏まえて、新たに５チームを立ち上げ、円滑な初期集中支援チームの活動
を支援する。

担当 おとしより保健福祉センター認知症施策推進係 電話：5970-1121

4 月 5 月 6 月 ７月 8 月 9 月

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

５月～6 月 新チーム 順次立ち上げ 活動開始（６チーム）

５月～ 継続チーム 新体制での運用開始（7 チーム）

1/31 認知症初期集中支援チーム

検討委員会（サポート医部会）

3/8 認知症初期集中支援チーム

検討委員会
5/13

実務研修（4/25 包括チーム員対象、５/12 サポート医対象））

12/15 DASC ﾌｫﾛｰ研修

7/6 DASC 研修
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認知症施策 部会 

【認知症カフェの拡充】 
 

 

目 的 

認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉などの専門家などが気軽に集い、情報交換や

相談、認知症の予防や症状の改善を目ざした活動などができる場所を、身近な地域の中に設

置し、孤立しがちな本人や家族と地域のつながりの場を提供している NPO等の団体を支援

する。 

概 要 

① 運営補助 

⇒認知症カフェを運営する団体等に、運営費用の一部を補助する。 

② ネットワーク化 

⇒運営継続のために運営者の情報交換や課題解決のための交流会などを開催する。 

29 年度 

実施内容 
 

Ｈ30.2.1 

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 年度 

予 定 

・区内に 23 か所の認知症カフェが設置されたが、未設置の生活圏域を中心に運営補助制度

を継続する。 

・カフェのネットワーク化を促進し、板橋の認知症カフェのあり方を運営者とともに考えて

いく。 

担当 おとしより保健福祉センター認知症施策推進係 電話：5970-1121 

 

4 月 5 月 6 月 ７月 8 月 9 月 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

４/26 認知症カフェ運営補助金説明会 

10/23～27 認知症カフェ紹介パネル展示（区役所） 

12/4 認知症カフェ交流会 

11/ 認知症カフェ実態調査アンケート実施 

10 月～1 月 認知症カフェ巡回 

12/ 認知症カフェ紹介冊子作成 

6 月 認知症カフェ運営補助金申請受付 
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認知症施策 部会 

【認知症ケアパスの作成・普及】 
 

目 的 
認知症の人を地域で支える体制を構築し、地域の社会資源を提示できるようまとめ、認知症

の人やその家族が安心して住み慣れた地域で暮らし続けられるようにする。 

概 要 

認知症の人やその家族が、認知症と疑われる症状が発生した場合に、いつ、どこで、どのよ

うな医療や介護サービスを受ければよいかを認知症の進行に合わせてまとめた「認知症ケア

パス」の作成と普及を推進する。 

認知症の人やその家族の支援にかかわる人が、認知症ケアパスを活用し適切なケアマネジメ

ントが行えるよう、「認知症ケアパス活用研修」を実施する。 

29 年度 

実施内容 
 

Ｈ30.2.1 

現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 年度 

予 定 
区内全域版、地域版認知症ケアパスともに情報を更新し作成する。 

担当 おとしより保健福祉センター認知症施策推進係 電話：5970-1121 

 

4 月 5 月 6 月 ７月 8 月 9 月 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

（区内全域版）認知症ケアパス作成 

11/8 認知症ケアパス活用研修実施 

地域版認知症ケアパス作成 
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住まいと住まい方部会

（※協議）【見守り体制の拡充】参考資料 別紙

目 的

住み慣れた自宅で安心して日常生活をおくることができるよう、区や民生委員、おとしより
相談センター（地域包括支援センター）などが連携して高齢者の見守りを実施することで、
高齢者の孤立化を防ぐとともに、福祉・介護・医療サービスを必要とする高齢者を関係機関
へ速やかにつなげ支援する。

概 要

◎高齢者見守り事業
・民生・児童委員により、年に１回７０歳以上の高齢者で、主に一人暮らし及び高齢者のみ

世帯を訪問調査し、支援が必要な方を地域包括支援センター（おとしより相談センター）
等につなげている。同時に、見守りが必要な方を「ひとりぐらし高齢者見守り対象者名簿」
に登録し、民生委員、地域包括支援センター（おとしより相談センター）、警察署、消防
署及び板橋区で情報を共有し、見守り活動に役立てている。

・「ひとりぐらし高齢者見守り対象者名簿」登録者に対しては、民生委員や地域包括支援セ
ンター（おとしより相談センター）が訪問して熱中症の注意喚起を行ったり、情報誌「み
まもりネット」を発行して高齢者の生活に関する情報提供を行っている。

・一方、行政の支援や民生委員等による見守りだけでは限界があることから、町会・自治会、
老人クラブ等の方々を、地域の緩やかな見守りの担い手に養成するために、「ゆるやかご
近助さん養成講座」を実施し、見守り体制の強化に取り組んでいる。

◎見守りに関連する「高齢者福祉サービス事業」
・区独自のサービスとして「リズムセンサー付緊急通報システム」「高齢者電話訪問」「高齢

者見守りキーホルダー事業」等の事業を実施し、普及に取り組んでいる。

29 年度
実施内容

Ｈ30.2.1
現在

30 年度
予 定

高齢者見守り事業については、これまで継続して取り組んでおり、他市区町村の事例等を研
究して、引き続き見守り体制の強化に取り組む。
また、高齢者福祉サービス事業について、継続して周知活動等を行う。

担当 おとしより保健福祉センター地域ケア推進係 電話：5970-1119

4 月 5 月 6 月 ７月 8 月 9 月

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

通年実施

・高齢者福祉サービス事業の実施・ゆるやかご近助さん養成講座

4 月～５月

高齢者見守り調査

対象者 90,617 人

5 月～8 月
熱中症注意喚起

1/26
高齢者見守り連絡会議

12 月
「みまもりネット」発行

【実績】12 月末

・緊急通報システム利用者 729 人

・電話訪問利用者 324 人

・キーホルダー登録者 7,039 人

   活用件数 14 件


